
や
さ
し
さ
と
　
活
力
あ
ふ
れ
る
　
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
フ
　
い
い
た
て

（－9人）

（－10人）

（前月比）

（－19人）

（－4戸）

第
四
九
七
号
　
平
成
十
七
年
三
月
五
日
発
行
（
毎
月
五
日
発
行
）
●
発
行
／
飯
舘
村
　
●
編
集
／
企
画
室
広
報
委
員
会
　
〒
九
六
〇
‐
一
八
九
二
　
福
島
県
相
馬
郡
飯
舘
村
伊
丹
沢
字
伊
丹
沢
五
八
〇
番
地
一

�
〇
二
四
四
‐
四
二
‐
一
六
一
三

印
刷
　
㈲
ラ
イ
ト
印
刷

№

Ｎ
ｏ
.４
９
７
　
２
０
０
５
.３
.５

は再生紙を使って作られています

http://www.vill.iitate.fukushima.jp
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広
報
担
当
に
な
っ
て
間
も

な
く
１
年
。
今
年
は
、
い
つ

も
以
上
に
短
く
感
じ
ま
し
た
。

▽
立
春
か
ら
１
ヵ
月
が
経

ち
、
日
中
の
陽
射
し
は
春
の

気
配
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
、

朝
夕
の
冷
え
込
み
の
厳
し
さ

や
残
雪
の
多
さ
か
ら
、
飯
舘

村
の
春
は
ま
だ
ま
だ
先
の
感

じ
が
し
ま
す
。
▽
全
国
的
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
村
内
の
学
校
で

は
学
級
閉
鎖
に
な
っ
た
ク
ラ

ス
も
。
▽
３
月
と
は
い
え
寒

い
毎
日
。
体
調
管
理
に
留
意

し
、
健
康
で
新
年
度
を
迎
え

た
い
も
の
で
す
。

▽
い
い
た
て
福
祉
会
に
佐

藤
フ
ミ
子
さ
ん
（
草
野
）
か

ら
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
セ
ッ

ト
、
山
田
一
雄
さ
ん
（
伊
丹

沢
）
か
ら
金
３
万
円
、
渡
邊

芳
孝
さ
ん
（
飯
樋
町
）
か
ら

金
10
万
円
▽
社
会
福
祉
協
議

会
に
渡
邊
芳
孝
さ
ん
（
飯
樋

町
）
か
ら
金
10
万
円
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
月
22
日
現
在
）

●●
●
●

山菜のずんだあい
● ● ● ● ●

●●
●
●

応募者の大内ヒロさん

舞台も芸能も艶やかに　飯樋町の田植踊り 舞台も芸能も艶やかに　飯樋町の田植踊り 

「わが家の自慢！豆料理コンテスト」応募作品 

▼新調したステージ幕全景

青ばた大豆だから香りがあっておいしい。農家だ
からできる料理。きのこは何きのこでも良い。

応募のあった18作品の写真
や作り方、コメントなどが掲
載されています。
ご希望の方は保健福祉課保
健係（ 42-1619）まで。



▲昨年12月に開催された村政懇談会

3 2

▲地区説明会のようす（写真は臼石会場）

村
政
懇
談
会
は
昨
年
12

月
、
小
学
校
区
ご
と
に
行
な

わ
れ
、
草
野
小
学
校
区
は
21

日
に
「
村
公
民
館
」
で
、
飯

樋
小
学
校
と
臼
石
小
学
校
区

は
22
日
に
「
い
ち
ば
ん
館
」

で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
地
区
説
明
会
は
２

月
７
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
、
11
の
選
挙
投
票
区
単
位

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
と
説
明
会
で
は
、

自
立
に
向
け
て
の
目
標
や
理

念
、
自
立
計
画
大
綱
（
案
）

な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
参
加
し
た
住
民
か

ら
意
見
や
要
望
等
を
受
け
ま

し
た
。

○
特
別
職
な
ど
の
報
酬
を
も

う
少
し
下
げ
ら
れ
な
い
も

の
か
。

○
農
業
委
員
会
の
定
数
に
つ

い
て
検
討
を
。

○
自
立
に
は
節
減
・
節
約
し

か
な
い
の
か
。
建
設
業
で

働
く
村
民
が
多
い
中
で
、

建
設
事
業
費
が
大
幅
に
減

れ
ば
所
得
の
確
保
が
難
し

く
な
る
の
で
は
。

○
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

も
福
祉
予
算
に
つ
い
て
は

削
減
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
と
思
う
。

○
企
業
誘
致
等
に
よ
る
雇
用

の
場
の
確
保
が
必
要
。

○
税
の
未
納
額
の
状
況
と
対

策
は
。

○
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ッ
ク
い
い

た
て
」
の
売
上
げ
に
よ
っ

て
村
に
交
付
さ
れ
、
積
み

立
て
て
い
る
さ
わ
や
か
基

金
の
残
額
や
使
い
方
は
。

○
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
、

老
人
が
増
え
て
い
る
現
状

を
ど
う
す
る
の
か
。

○
臼
石
小
の
複
式
学
級
は
。

○
預
か
り
保
育
は
定
員
が
い

っ
ぱ
い
で
預
け
ら
れ
な
い

と
い
う
話
が
あ
る
。

○
行
政
改
革
懇
談
会
委
員
等

の
選
出
基
準
は
。
委
員
の

選
任
は
公
平
で
あ
る
べ
き
。

○
６
次
産
業
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
位
置
付
け
を

ど
う
す
る
の
か
。

○
住
宅
問
題
も
そ
う
だ
が
、

農
業
を
中
心
と
し
た
村
産

業
に
お
け
る
所
得
確
保
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
、

き
め
の
細
か
い
施
策
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

○
ゆ
と
り
教
育
は
ダ
メ
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
ど

う
か
。

○
「
顔
の
見
え
る
、
声
の
聞

こ
え
る
日
」
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

○
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
、

「
い
い
た
て
ブ
ラ
ン
ド
」
の

活
用
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

○
目
安
箱
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
。

１
月
31
日
、
村
職
員
18
人

で
構
成
す
る
「
飯
舘
村
行
政

事
務
改
善
委
員
会
・
飯
舘
村

行
政
機
構
改
革
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
各
職
場
に

お
け
る
事
務
事
業
の
改
善
や

行
政
組
織
の
見
直
し
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

「
自
立
推
進
懇
談
会
（
仮
称
）」

を
開
催
し
、
住
民
と
の
対
話

機
会
を
多
く
設
け
る
と
と
も

に
、
村
内
各
種
団
体
等
と
の

協
議
・
検
討
も
あ
わ
せ
て
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

村
で
は
、
村
政
懇
談
会
や

地
区
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意

見
や
要
望
、
懇
談
会
か
ら
の

答
申
、
さ
ら
に
は
、
今
後
の

住
民
と
の
話
し
合
い
な
ど
に

よ
り
、
今
年
11
月
ま
で
に
自

立
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。 ３

月
か
ら
は
、
住
民
の
代

表
に
よ
る
「
飯
舘
村
行
政
改

革
懇
談
会
」
を
設
け
、
村
全

体
の
事
業
や
行
財
政
改
革
な

ど
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 
月 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 … 

内 
　 
　 
容 

村 
政 
懇 
談 
会 

地 
区 
説 
明 
会 

行政改革懇談会 

　　　　　事務改善委員会 
　　　　　行政機構改革検討委員会 

第５次総合振興計画 

自立計画 

自立推進懇談会 （ 仮称） 

飯
舘
村
自
立
計
画
策
定
 

自立の村づくり  自立の村づくり  
自立計画策定に向けて 

▲地区説明会で配布された
自立計画大綱（案）


